
- 医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。- 

「使用上の注意」等改訂のお知らせ 
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この度、標記製品の「使用上の注意」等を一部改訂致しましたので、お知らせ申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、下記の改訂部分にご留意の上、改訂電子添文をご参照下さいますよう 
お願い申し上げます。 
 
 
【改訂内容】 
自主改訂

   部：追記箇所 
改  訂  後 改  訂  前 

14. 適用上の注意 

14.1 薬剤調製時の注意 

14.1.1 投与前に薬剤を常温（25℃以下）に戻し、

6時間以内に使用すること。再冷蔵した場合の安

定性は確認されていない。 

14.1.2 ＜略＞ 

14.1.3 シリンジに採取後、ただちに使用しない場

合は、常温（25℃以下）で保存し、2時間以内

に使用すること。2時間を超えて放置した場合

は、廃棄すること。

14. 適用上の注意 

14.1 薬剤調製時の注意 

14.1.1 投与前に薬剤を常温（25℃以下）に戻し、

6時間以内に使用すること。 

 

14.1.2 ＜略＞ 

14.1.3 シリンジに採取後、ただちに使用しない場

合は、25℃以下で保存し、2時間以内に使用す

ること。2時間を超えて放置した場合は、廃棄す

ること。 

 
 
 
 
 

 

《今回の「使用上の注意」等の改訂内容につきましては、医薬品安全対策情報（Drug Safety Update）

No.３３１（2024 年 12 月発行）に掲載される予定です。》 
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【改訂理由】 
自主改訂 

14. 適用上の注意 
本剤を常温へ戻した後の再冷蔵の可否について問い合わせを受けたことから、再冷蔵した場合の安定性

が確認されていない旨の情報提供が必要と考え、電子添文に追記することとしました。 

 

 

※「16. 薬物動態」の項も改訂していますので、電子添文をご参照ください。 

 

最新電子添文情報は医薬品医療機器総合機構情報提供ホームページ（https://www.pmda.go.jp/）に掲載され

ていますので、あわせてご利用ください。 

また、下記バーコードを「添文ナビ🄬」で読み取ることで、電子添文及び関連文書を閲覧いただけます。 

 

   
 

リカムビス水懸筋注 600mg 

                                 
 

リカムビス水懸筋注 900mg 
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